
 
 

東松山市まち・ひと・しごと創生総合戦略は、まち・ひと・しごと創生法に基づき、国の長期ビジョン及び総合戦略の主旨を尊重
しながら、本市における人口の現状分析を行い、認識を共有し、人口の将来展望を示した上で、今後目指すべき将来の方向性と取組
を示すものであり、市民、事業者、行政など市全体で共有する計画として位置付けます。 

また、第 5 次東松山市総合計画・前期基本計画との整合を図っており、基本計画におけるリーディングプロジェクトとしての役割
も担うこととしています。 

今後は、この総合戦略に基づき、人口減少や少子高齢化など本市が持つ課題への対応を戦略的に進めることにより、まち・ひと・
しごとの創生につなげ、将来に向けて持続可能なまちを目指します。 

策定：平成２７年１０月２８日 

改訂：令和元年１２月２０日 

《将来像》 
 住みたい、働きたい、訪れたい 元気と希望に出会えるまち東松山 

計画期間：平成２７年度～令和２年度の６年間 

 

《課題の整理》 

 

 

 

 

 

 

 

 

《取組の基本的な方向性》 

 

 

 

《基本目標》 

 

                                                                                                                   

 

《具体的な施策及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）》 

 
子育て世代の流入を促すことで、年少人口

の増加を図るとともに、安心して結婚・出産・

子育てができるような就労・子育て環境づくり

を進めていくことが課題となります。 

 
高齢者の健康増進を後押しするだけではな

く、就労や地域活動への参加がしやすい環境

を創出するなど、いきがいが持てる健康長寿

のまちづくりを進めていくことが求められます。 

 
市内に安定した就業先を増やすなど、若者を

いかに市内へ留め、また流入を促すかが課題

と言えます。また、子育て世代の流入を促す

ためには、子育て環境や移住支援を充実さ

せ、積極的にＰＲすることが必要です。 

 
市内に点在する観光資源を有機的につな

げ、様々な観光プランを提案することで市外

からの観光客の増加を図るとともに、市内に

安定した就業先を増やすことで、通勤などに 

よる昼間人口を増加させ、まちのにぎわいにつ

なげることが課題となります。 

 
就業先の確保を念頭に置いた企業誘致や、

既存企業の収益向上による雇用拡大、創業

支援を通じた新たな地元企業の創出を図るこ

とが課題です。また、東松山駅周辺及び中心

市街地の活性化を図り、まちのにぎわいの創

出により人を呼び込むことが必要です。 

①少子化への対応 ②超高齢社会への対応 ③定住促進への取組 ④交流人口増加への取組 ⑤まちの活性化への取組 

①資源の活用と連携による観光まちづくり（観光分野） ②元気な産業を育むまちづくり（産業分野） ③産みやすく育てやすいまちづくり（子育て分野） 

令和２年人口：９０，３００人 （令和元年の人口を維持） 

 
地域資源にあらためて着目し、必要な整

備を行うとともに、これらの観光資源を有

機的に結び付けた観光ルートやプランを

設定し、積極的に発信していきます。 

ⅰまるごとテーマパークプロジェクト 

 
企業誘致を引き続き進めるとともに、既

存企業や新たな創業に対する支援にも

取り組み、産業の活性化と雇用の創出を

図っていきます。 

 
元気に働き、住み、暮らし続けられる生涯

現役社会の実現を目指すとともに、都市

機能の充実と空き家を活用した良好な

住宅の供給に取り組むなどにより、まちの

元気を創造します。 

 
市民活動センターを拠点と位置付け、

機能強化を進めるとともに、新たな公共

交通であるデマンドタクシーの導入な

ど、住民生活の利便性を高めながら、小

さな拠点を創造します。 

 
結婚から出産、子育てまで希望の持てる

環境を整え、安心して子どもを産み育て

ることができるまちづくりを進めることによ

り、結婚・出産・子育てを応援するととも

に、出生率の増加を図ります。 

 
様々な主体と連携して効果的に市の魅

力をＰＲしていきます。発信する内容を分

かりやすく整理し、対象者を明確にすると

ともに手段や場所についても、市外への

発信にも配慮して戦略的にＰＲします。 

ⅱ企業と起業応援プロジェクト ⅲ元気な田舎プロジェクト ⅴ子育 創造  ⅳ地域の拠点再構築プロジェクト ⅵ戦略的

○重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

年間観光入込客数  

 260 万人（R2） 

○重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

（1）市内事業所数 

3,514 事業所（R2） 

（2）市内従業者数 

36,550 人（R2） 

○重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

（1）H27 年度から R2 年度までの 6 年間

の合計転入者数 19,800 人 

(2)活気とにぎわいがよいと回答した市民

の割合 30％（R2） 

○重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

（1）新たな公共交通の利用者数 

97,800 人/年（R2） 

(2)買い物などの日常生活の利便性がよ 

いと回答した市民の割合 40％（R2） 

○重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

（1）子育て環境が整っていると回答した

子育て中の市民の割合  50％（R2） 

（2）学習状況調査の全国平均を 50 とし

たときの本市の換算値 50.5（R2） 

○重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

（1）市ホームページアクセス件数 

570,000 件（R2） 

（2）市公共施設以外のパンフレット新規設

置箇所数  25 箇所（R2） 

《主な取組》 

①まなびのみち創造事業（市南部） 

②農村体験のみち創造事業（市北部） 

①新規企業応援事業 

②地域内企業応援事業 

③創業応援事業 

①移住促進事業 

②生涯現役応援事業 

③市街地活性化事業 

①活動センター機能充実事業 

②地域拠点づくり事業 

③公共交通事業 

①子どもの居場所づくり事業 

②確かな学力の育成事業 

③親と子の健康支援事業 

④結婚・出産・子育て応援事業 

①移住・就労に向けたＰＲ事業 

②観光ＰＲ事業 

◎東松山市人口ビジョン将来目標人口  令和 7 年 （2025 年） 総人口：８７，２１８人（年少人口：10,909 人・生産年齢人口：50,047 人・老年人口：26,262 人）  ［現状：令和元年 10 月 1 日 90,320 人］ 

 令和 22 年（2040 年） 総人口：７９，７６７人（年少人口：10,459 人・生産年齢人口：43,237 人・老年人口：26,072 人）  


